
高鷲村災害一覧 

災害名 発生年月 災害状況 

美濃飛騨信濃大地震 天平宝字６年 ７６２  

水難 斉衡元年 ８５４ 濃尾両国の沿河の人民水難に苦しむ（岐阜県気象年報より） 

治安年中の大水害 １０２３．７．１ 

長滝村と二日町村の境にある井洞が崩壊して長瀧寺一山の内の六〇坊を押し流して滅ぼした。

この山抜けのため長良川がせき止められ二日町村は今まで村の西側の山際を流れていたのを

東側を流れるようになった。 

建武年中の大地震 建武年中１３３４～ 切立真観寺は白山神社の東に隣接してあったが大地震で崩壊して現在の位置に移転した。 

永禄年中鮎走大火 １５５８～１５６９ 寺院焼亡して山野となる。（鮎走由緒略記） 

天正 13 年大地震 １５８６年１月１８日 帰り雲城、みぞれ、折立など崩れる。マグニチュード８．０程と推定される。 

天文の豪雪 １５９６.２．２３ ３丈余り積もった。夜になって更に６尺積もった。（長滝文書） 

長良川の大洪水 天文３年 １５３４ 長良川の流れを変えたと言われる。 

文禄の地震 １５９６．７．１２ 大地震があり死者がでる。 

元禄の大水 １７０１．８．１２ １２日から降り出した雨が、１７･１８日風雨が激しくなり、鷲見郷各地で山抜けがあった。 

天明の大飢饉 １７８３ 他所からきた行倒れが多し。藩内では被害少ない。 

寛政７年洪水 １７９５ 上ノ保川等洪水（岐阜県気象年報より） 

文化３年 １８０６．１０．２７ 鮎走村奥森社地大抜。長滝寺文書より 

文化５～７年大雪 １８０８ 文化５年には２丈８尺、１５尺 雪崩にて数十軒埋まり負傷２７人。 

文化年間の疫病  疱瘡の為子どもが多数亡くなる。 

文政年中の風水害 １８２５．８．１４ 大風水害があり、山抜けが有り、各地で川場が変わった。 

天保の干害 １８３２．６ 日照りで畑作物ほとんど枯れる。 

天保の地震 １８３３.４．９ 方々の崖から岩石が転げ落ちた。 

天保の冷害   〃 長雨で気温が上がらず秋作は実らなかった。 

天保の飢饉 １８３５～３８ ３ヶ年不作続く 



天保１４年水害 １８４３ ９月１１日朝より降り始め夜に大水となる。文政８年の倍。西洞村折立山抜けして左六の家を流

した。どどめきもぬけて孫兵衛の家を埋めた。合わせて数十軒を埋めた、西洞だけで山抜けは

百か所。切立巣郷大抜け、高さ１２ｍ巾７２ｍ。（万留帳より） 

嘉永６年の雷 １８５３．６．２４ 切立村で雷の為に甚六の家が焼失。（万留帳）。大洞白山神社など焼失（森新次郎氏） 

安政の疫痢 １８５４～１８５９ 疱瘡がはやり子どもが多く死す。（万留帳） 

文久の疫痢 １８６１～１８６３ はしかの大流行で亡くなる人多し。 

明治３年洪水 １８７０ 郡上郡諸川洪水破堤多し（岐阜県気象年報より） 

明治十四年の大雪 １８８１．１１～翌春  

濃尾大震災 １８９１．１０．２８ 被害なし 

明治二十六年の大水害 １８９３，８．２２～２３  

明治二十九年七月水害 １８９６．７ 護岸がほとんど決壊 

明治二十九年九月水害 １８９６．９ 〃 

最高気温と最低気温 明治３９年 １９０６ １０時に高鷲で３７．５℃を記録 明治４５年―１９．４℃を記録（岐阜県気象年報より） 

大正７年大雪 １９１８ １月一晩で２４３㎝積もる（岐阜県気象年報より） 

スペイン風邪 １９１８～１９１９ スペイン風邪による子どもを中心として多く死亡。 

向鷲見大火 大正１０年 １９２１  

正ヶ洞大火 大正１１年 １９２２  

昭和九年の風水害 １９３４．９．２１ 室戸台風による風水害 

昭和三四年伊勢湾台風 １９５９．９．２６ 伊勢湾台風による風水害、橋梁宮ヶ瀬橋以外流失、電柱流失、悲願寺の国道が１００ｍ流出し

て陸の孤島となる。被害総額１．５億円。 

台風一一号、一二号水害 １９６０．８．１１～１２ 長良川増水による被害 

台風一六号による豪雨 １９６０．８．３０ 河川（特に小洞川・大洞川・中村川）の氾濫、土砂侵入、山崩れ、堤防崩壊 

昭和三六年豪雨 １９６１．５．３～５ 集中豪雨による河川氾濫、住宅への浸水、道路の欠懐 

梅雨前線豪雨 １９６１.６．２６ 
梅雨前線豪雨による河川増水、田畑浸水、住宅朋土のため倒壊、正ヶ洞地内の長良川２５ｍに

わたって決壊 

奥美濃地震 １９６１．８．１９ 震度４，震源地福井県境 



第２室戸台風による風水害 １９６１．９．１６ 第２室戸台風による護岸堤防の崩壊、農業用施設の破壊、風による家屋の倒壊、道路の決壊 

三八豪雪 １９７８．１ 最高積雪：大鷲２．６５ｍ、ひるがの３．６ｍ、 

台風一七号による水害 １９７６．９．１２ 
７８２ｍｍ、住宅半壊四棟、床上浸水三棟、床下浸水三七棟、道路の損壊三二カ所、河川砂防

損壊五八カ所 

五六豪雪 １９８０，１２．２７～ 積雪：大鷲２．８ｍ、ひるがの３．６ｍ 

台風六号豪雨 ２００２ 豪雨による災害発生、道路損壊、建物損壊 

   

高鷲村史、高鷲村史続編より馬渕作成、上村編集 


